
青梅街道の橋場
昭和34（1959）年１月撮影

西東京市中央図書館地域・行政資料室所蔵

現在の橋場
撮影：水口トミオ（保谷町在住）

まちづくり円卓会議（中央が円卓メンバー、周囲は参観者）

谷戸公民館で活動しています

今月号の内容

２面…雇用・労働問題講座パートⅠ、編集講座、
　　　地域防災講座、若者の就労を考える講座
３面…社会問題講座、郷土史講座、
　　　高齢者の課題を考える講座、
　　　利用者懇談会

武
蔵
野
台
地
に
位
置
し
、
水
が
乏
し
か
っ
た
田
無
に
用
水
が
引
か
れ
た

の
は
１
６
９
６
（
元
禄
９
）
年
の
こ
と
。現
在
の
小
平
市
小
川
町
で
玉
川
上

水
か
ら
分
水
し
、
芝
久
保
を
通
っ
て
橋
場
で
２
つ
の
水
路
に
分
か
れ
ま
し

た
。こ
の
時
、
初
め
て
青
梅
街
道
に
橋
が
架
け
ら
れ
ま
し
た
。「
橋
場
」と
い

う
地
名
の
由
来
と
思
わ
れ
ま
す
。

全
５
回
の
準
備
会
に
は
、
平
均
12

人
の
子
育
て
世
代
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で

の
幅
広
い
市
民
が
参
加
し
、「
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
る
労
働
力
の

不
足
」「
社
会
保
障
費
の
増
大
」「
介

護
負
担
の
増
大
」
な
ど
が
も
た
ら
す

経
済
の
停
滞
や
社
会
保
障
の
破
綻
等

へ
の
危
惧
を
共
有
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
超
高
齢
社
会
の
課
題
の
解

決
に
向
け
て
、
多
世
代
が
学
び
合
い
、

交
流
す
る
場
が
必
要
と
考
え
、
全
７

回
の
講
座
を
企
画
・
実
施
し
ま
し
た
。

本
講
座
の
ス
タ
ー
ト
は
、
三
菱
総

合
研
究
所
プ
ラ
チ
ナ
社
会
研
究
セ
ン

タ
ー
・
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の

松
田
智
生
さ
ん
の
講
演
で
、
講
座
の

核
に
な
る
前
向
き
な
ヒ
ン
ト
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

国
の
税
収
55
兆
円
の
う
ち
、
50
兆

円
が
医
療
・
介
護
費
に
使
わ
れ
、
毎

年
膨
ら
ん
で
い
く
と
い
う
現
実
の
中

で
、
今
求
め
ら
れ
る
の
は
、
発
想
の

転
換
で
、
シ
ニ
ア
は
、
社
会
の
コ
ス

ト
で
は
な
く
担
い
手
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
シ
ニ
ア
の
２
割
が
積
極

的
に
活
動
で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
層
、

６
割
が
気
持
ち
は
あ
っ
て
も
一
歩
踏

み
出
せ
な
い
潜
在
ア
ク
テ
ィ
ブ
層
、

２
割
が
健
康
面
等
の
理
由
か
ら
動
け

な
い
非
ア
ク
テ
ィ
ブ
層
。
そ
の
ま
ま

で
は
非
ア
ク
テ
ィ
ブ
層
に
な
る
可
能

性
も
あ
る
け
れ
ど
、
き
っ
か
け
さ
え

あ
れ
ば
ア
ク
テ
ィ
ブ
層
に
な
り
得
る

「
潜
在
ア
ク
テ
ィ
ブ
層
の
動
向
」
が

鍵
を
握
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。

生
き
が
い
を
持
っ
て
活
動
す
る
ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
を
増
や
し
、
多
世
代

が
、
決
し
て
錆
び
な
い
プ
ラ
チ
ナ
の

よ
う
に
輝
き
な
が
ら
希
望
を
も
っ
て

暮
ら
せ
る
成
熟
し
た
社
会
モ
デ
ル

「
プ
ラ
チ
ナ
社
会
」
の
提
案
は
、
受

講
者
の
共
感
を
得
ま
し
た
。

理
念
を
共
有
し
た
後
、
西
東
京
市

の
様
々
な
実
践
に
目
を
向
け
る
と
、

そ
こ
に
、
大
き
な
可
能
性
を
見
い
だ

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
年
輪
」
は
、

介
護
保
険
が
始
ま
る
前
か
ら
、
高
齢

者
が
最
期
ま
で
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
た
め
の
「
介
護
」
や
「
食
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
西
原
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
生
活
状
況

調
査
を
も
と
に
情
報
を
整
理
し
て
高

齢
者
に
ア
ポ
な
し
訪
問
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
そ
れ
が
地
域
活
動
に
参
加

す
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
閉
じ
こ
も

り
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
ほ
っ

と
ネ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、

一
人
ひ
と
り
の
困
り
ご
と
に
寄
り
添

い
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
が
、
地

域
で
何
か
活
動
を
し
た
い
と
い
う
地

域
活
動
に
関
す
る
相
談
が
一
番
多
い

と
い
い
ま
す
。

職
場
体
験
中
の
保
谷
中
学
校
２
年

生
や
武
蔵
野
大
学
社
会
福
祉
学
科
の

学
生
も
参
加
し
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
雰
囲
気
の
中
で
「
不
安
を
安
心
に

変
え
る
知
恵
さ
が
し
」「
今
、
わ
た

し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」
に
つ
い
て

多
世
代
で
語
り
合
う
回
も
あ
り
ま
し

た
。
若
い
世
代
か
ら
、「
近
所
の
人

に
自
分
か
ら
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う
と

思
う
」（
中
学
生
）、「
相
手
の
意
見

を
聴
こ
う
と
い
う
姿
勢
を
学
び
た

い
」（
大
学
生
）
と
い
う
意
見
が
出

さ
れ
、
多
世
代
が
交
流
す
る
場
の
大

切
さ
を
皆
が
実
感
し
ま
し
た
。

危
機
的
状
況
を
乗
り
越
え
、
新
し

い
社
会
を
構
築
し
て
い
く
た
め
に
は
、

自
治
体
・
企
業
・
大
学
・
市
民
な
ど
、

異
な
る
立
場
の
主
体
が
、
価
値
観
を

共
有
し
、
協
働
で
課
題
の
解
決
に
向

け
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
う
い
っ
た
場
を
実
現
す
る
た
め
に
、

講
座
の
終
盤
、
市
民
協
働
推
進
セ
ン

タ
ー
「
ゆ
め
こ
ら
ぼ
」
と
連
携
し
て
、

潜
在
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
へ
の
働
き

か
け
を
視
野
に
入
れ
た
「
ま
ち
づ
く

り
円
卓
会
議
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

円
卓
メ
ン
バ
ー
に
は
武
蔵
野
大
学
社

会
福
祉
学
科
教
授
、
行
政
（
高
齢
者

支
援
課
）・
社
会
福
祉
協
議
会
・
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
各
メ
ン
バ

ー
の
ほ
か
、３
人
の
講
座
受
講
生（
シ

ニ
ア
世
代
、
子
育
て
世
代
、
事
業
主
）

も
加
わ
り
、
講
座
で
の
学
び
を
活
か

し
な
が
ら
対
話
に
参
加
し
ま

し
た
。
後
半
は
、
受
講
者
を

含
む
、
そ
の
他
の
参
観
者
を

巻
き
込
ん
で
、
対
話
の
輪
を

広
げ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
乗
せ

て
企
画
・
実
施
し
た
本
講
座

で
す
が
、
円
卓
会
議
で
の
対

話
は
、
そ
れ
を
重
ね
る
こ
と

で
、
新
た
な
実
践
を
生
み
だ

そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

学
び
は
、生
き
が
い
を
創

出
し
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
、

自
ら
を
豊
か
に
成
長
さ
せ
る

営
み
と
し
て
の
学
び
を
継
続

し
、
行
動
に
つ
な
げ
る
こ
と

で
、
社
会
は
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。
公
民
館
で
は
、
多
世

代
の
笑
顔
が
輝
く
超
高
齢
未

来
の
構
築
に
向
け
て
、
社
会

教
育
機
関
と
し
て
の
役
割
と

責
任
の
重
さ
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

平
成
26
年
度
の
ひ
ば
り
が
丘
公
民

館
の
多
文
化
共
生
を
テ
ー
マ
に
し
た

主
催
講
座
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
サ
ー

ク
ル
「
世
界
t
o
ツ
ナ
ガ
ル
」
は
、

国
籍
を
超
え
て
交
流
す
る
子
育
て
中

の
お
母
さ
ん
の
集
ま
り
で
す
。

サ
ー
ク
ル
発
足
後
、
講
座
の
学
び

を
生
か
し
て
地
域
貢
献
に
つ
な
が
る

何
か
が
で
き
な
い
か
と
思
い
悩
ん
で

い
た
代
表
の
高
橋
さ
ん
は
、
ひ
と
り

の
中
国
人
の
母
親
か
ら
「
小
学
校
に

入
っ
た
ら
日
本
人
マ
マ
と
話
す
機
会

が
な
く
な
っ
た
。
宿
題
の
採
点
に
自

信
が
な
い
」
と
相
談
さ
れ
た
時
、「
こ

れ
だ
！
」
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
日

本
に
住
ん
で
い
る
外
国
出
身
の
母
親

た
ち
が
、
日
常
生
活
の
中
で
直
面
す

る
困
り
ご
と
を
一
緒
に
解
決
し
て
い

け
た
ら
と
考
え
、
平
成
27
年
９
月
か

ら
現
在
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

以
来
、
幼
稚
園
や
学
校
か
ら
の
お

知
ら
せ
を
一
緒
に
読
ん
だ
り
、
幼
稚

園
に
持
っ
て
い
く
お
弁
当
の
中
身
に

つ
い
て
助
言
し
た
り
、
病
気
の
子
ど

も
の
症
状
を
ど
う
医
師
に
伝
え
る
か

の
相
談
に
の
っ
た
り…

。
サ
ロ
ン
の

よ
う
な
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
の
中
で
生
活
に
即
し
た
情
報
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

初
め
８
人
だ
っ
た
会
員
は
口
コ
ミ

で
広
が
り
、
今
で
は
登
録
会
員
数
が

30
人
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

仕
事
や
他
の
用
事
と
重
な
る
会
員

も
い
る
た
め
、
毎
回
参
加
で
き
る
人

数
は
５
〜
６
人
で
す
が
、
フ
リ
ー
ト

ー
ク
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。

暮
ら
し
の
中
で
身
近
な
国
際
交
流

を
し
て
い
ま
す
。

ま
つ  

だ  

と
も  

お

と

写
真
で
見
る
　
い
ま
む
か
し

青
梅
街
道
の
橋
場

柳
沢
公
民
館
が
平
成
25
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る「
ま
ち
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
」で
は
、幅
広

い
年
代
の
市
民
が
参
加
す
る「
準
備
会
」で
地
域
課
題
を
掘
り
起
こ
し
、講
座
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

日
本
は
今
後
、世
界
に
先
例
の
な
い
超
高
齢
未
来
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、今
年
度
は
、こ
の

「
少
子
超
高
齢
社
会
」の
課
題
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。講
座
の
学
び
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

世
界
to

    

ツ
ナ
ガ
ル

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る

プ
ラ
チ
ナ
社
会

西
東
京
市
の
取
り
組
み
と
可
能
性

世
代
を
越
え
て
語
り
合
う

課
題
を
共
有
し
た
準
備
会

ま
ち
づ
く
り
円
卓
会
議
で

学
び
を
未
来
に
つ
な
ぐ

サークル訪問

多
世
代
の
笑
顔
が
輝
く
超
高
齢
未
来
を
め
ざ
し
て

〜
柳
沢
公
民
館
主
催「
い
き
い
き
超
高
齢
社
会 

チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
」〜

西東京市
2 月 1 日

編集　公民館だより編集室
発行　西東京市公民館
毎月第４月曜日は休館日です
柳沢公民館 柳沢1ｰ15ｰ1　☎042・464・8211　kouminkan@city.nishitokyo.lg.jp
田無公民館 南町5ｰ6ｰ11　☎042・461・1170　tana-kou@city.nishitokyo.lg.jp
芝久保公民館 芝久保町5ｰ4ｰ48 ☎042・461・9825　shiba-kou@city.nishitokyo.lg.jp

谷戸公民館 谷戸町1ｰ17ｰ2　☎042・421・3855　yato-kou@city.nishitokyo.lg.jp
ひばりが丘公民館 ひばりが丘2ｰ3ｰ4  ☎042・424・3011  hibari-kou@city.nishitokyo.lg.jp
保谷駅前公民館 東町3ｰ14ｰ30 ☎042・421・1125　ekimae-kou@city.nishitokyo.lg.jp

声の「公民館だより」をお届けしています。知り合いで希望される方がいらっしゃいましたら、谷戸図書館（電話042-421-4545）へお問い合わせください。
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紹
介
し
て
く
れ
た
あ
き
こ
さ
ん
、

し
ゅ
う
ご
く
ん（
７
歳
）、ま
さ
き
く
ん（
４
歳
）

谷根千工房発行

　若者の過労自殺事件は、なぜ起きたのでしょう
か。私たちは、何を問われているのでしょう。
一緒に考えませんか。
時 ３月５日（日）13時半～17時
場 柳沢公民館
対 市内在住・在勤・在学者優先
定 25人（申込多数の場合は抽選）
内 ①なぜ、若者の過労自死はおきたのか
　 ・長時間労働とパワーハラスメント
　 ・法律の盲点
　 ②過労死、過労自死を生み出す背景とは
　 ・若者の危険な働き方
　 ・中高年の過労死
　 ③いのちを守るために
講 青野恵美子（明治大学労働教育メディア研究セ
ンター客員研究員・映像制作者）

　 高須裕彦（一橋大学大学院社会学研究科フェア
レイバー研究教育センタープロジェクトディ
レクター）

申 ３月２日（木）17時までに電話かメールで柳沢
公民館へ

※パート２「パワハラ・バイトは許さない～若者の職
場をチェック！～」は、３月26日（日）14時～16
時の予定です。詳細は公民館だより3月1日号で。

　若者が甘えているの？　職場が過酷すぎるの？　働き方、暮ら
し方について考えたい若い人。若者の就労に関心ある多世代の方。
お待ちしています。
時 土曜日14時～16時
場 柳沢公民館
対 市内在住・在勤・在学者
定 30人（申込多数の場合は抽選）
申 ２月10日（金）17時までに電話かメールで柳沢公民館へ

　『谷根千』の名称で親し
まれた『地域雑誌「谷中・
根津・千駄木」』。1984年
の創刊から2009年の終
刊までの26年間にわた
る実践にふれ、地域誌の
役割と可能性について考
えてみませんか。
時 木曜日10時～12時
場 柳沢公民館
対 市内在住・在勤・在学者
定 30人（申込多数の場合は抽選）
講 山崎範子（編集者・元『谷中・根津・千駄木』発行人）
申 ２月16日（木）17時までに電話かメールで柳沢
公民館へ

　年齢も性別も、災害時の困難な状況下で必要と
する配慮や支援も異なる、多様な市民が暮らすこ
のまち。みんなでいのちを守り、生きていくために、
一緒に防災・減災を考えませんか？
時 木曜日10時～12時
場 柳沢公民館
対 市内在住・在勤・在学者
定 30人（申込多数の場合は抽選）
講 〈第１・２回〉青木千惠・日向野みどり（特定非営
利活動法人・男女共同参画おおた）

　 〈第２回〉小野修平（ジョージ防災研究所代表・
防災アドバイザー）

申 ２月27日（月）17時ま
　 でに電話かメールで
　 柳沢公民館へ

※避難所運営ゲーム
　静岡県が開発した避難所運営の模擬体験ゲーム
「ＨＵＧ」を男女共同参画と多様性配慮の視点から
アレンジしたゲーム

　「世界の子どもたちに暖かいセーターを
送る会」のかわいい♡マーク入りセータ
ー（幼児用）と、ワイヤーレース作品の展
示です。
時 2月4日(土)～24日(金)13時
場 芝久保公民館

　ビーズを編みこんだワイヤーレースの
ストラップを、かぎ針のくさり編みで作
ります。
時 2月24日（金）10時～12時
場 芝久保公民館
対 市内在住・在勤・在学者
定 10人（申込順）
講 小林すみ子（編み物講師）
￥ 500円（材料費）
持 筆記用具・金属の３号編針
申 2月6日（月）から電話で芝久保公民館へ

【まちがいさがしの答え】
①中央男性のひげ　②男の子の歯　③右上女性の口　④左上カーテンの☆の数　⑤左上鬼の角の数

場 柳沢公民館
申 当日、上映30分前から受け付けをします。直接視聴覚室までお越しください。
　 上映時間前の入場にご協力お願いします。
定 50人（先着順です。定員に達した場合、入場をお断りすることがあります。
　 あらかじめご了承ください。）

「わたしを離さないで」
（2010年/英・米合作 /１時間45分）
２月８日（水）　14時～
監督：マーク・ロマネク 
出演：キャリー・マリガン 
　　 アンドリュー・ガーフィールド ほか

ドキュメンタリー作品上映
「米軍基地の町に生きる」
（2011年/アメリカ/1時間5分）
２月18日（土）　14時半～
監督：リナ・ホシノ
※米軍基地がある町で生きる７人の女性たちの物語

ムービールーム柳沢

子
ど
も
た
ち
は
二
人
と
も
体
を
動

か
す
こ
と
が
大
好
き
な
の
で
、
外
で

遊
ぶ
時
間
を
多
く
と
っ
て
い
ま
す
。

普
段
は
一
緒
に
公
園
な
ど
に
出
か

け
て
自
然
に
親
し
ん
だ
り
、
新
し
い

発
見
探
し
を
し
た
り
し
て
楽
し
く
遊

ん
で
い
ま
す
。

お
気
に
入
り
の
お
出
か
け
ス
ポ
ッ

ト
は
多
摩
六
都
科
学
館
で
す
。

大
き
な
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
が
あ
る

ほ
か
、
工
作
関
係
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
ぬ
り
絵
、
パ
ズ
ル
な
ど
で
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
、
雨
の
日
や
寒
い
日
で

も
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

寝
る
前
に
は
絵
本
を
読
む
時
間
を

持
っ
て
い
ま
す
。
男
の
子
な
の
で
母

親
と
一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
る
今
を
大

事
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

多
摩
六
都
科
学
館

　

芝
久
保
町
５‐

10‐

64

　

☎
042
・
469
・
６
１
０
０

　

開
館
時
間　

９
時
半
〜
17
時

　
　
　
　
　
　
（
入
館
は
16
時
ま
で
）

　

休
館
日　

月
曜
日
ほ
か

土曜特別企画

※雑誌『谷根千』のネット版「谷根千ねっと」は、雑誌終刊後にリニューアルし、
現在も続いています。

１ ２/23

『谷根千』がやってきたこと
・「谷根千」と呼ばれる地域はどんなところ？
・『地域雑誌「谷中・根津・千駄木」』の26年

実践編・やってみよう
　『谷根千』のつくりかた

２ ３/23

月日 内　容回
１ ３/２ 避難所運営ゲームを通して考える※

２ ３/16

月日 内　容回

西武柳沢駅周辺のまち歩きを通して考える

１ 2/18 若者が若者を描いた映画から

２ 2/25 体験的高度成長期論 大塚博康（元不動産業）

３ 3/4 考察：働き方はどうなる？ 町田栄一郎（三幸自動車社長）

４ 3/11 何が問題なのだろう？ 大内 俊（国際経済学研究者）

月日 内　容 講　師回

中野浩太郎（西東京シネマ倶楽
部会員・行政書士）

や　　ね　  せん

芝久保

柳沢

編集講座

地域雑誌『谷根千』が
やってきたこと・できたこと
～地域誌でまちづくり～

柳沢

柳沢
ちいさな展示会 若者の就労を考える講座

柳沢 雇用・労働問題講座パート１

ＳＴＯＰ！過労死・過労自死
～今わたしたちにできること～

柳沢地域防災講座

みんなでいのちを守り、
助けあうために

ワイヤーレースの
ストラップ

ハートのセーターと
ワイヤーレースの小物展作品展 講習会
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西村直人

招
魂
塔（
新
町
）

俵
万
智
の
歌
集『
サ
ラ
ダ
記
念
日
』

（
河
出
書
房
新
社
刊
）が
発
行
さ
れ
た

の
は
１
９
８
７
年
。当
時
、短
歌
界
の

み
な
ら
ず
短
歌
と
普
段
縁
の
な
い
人

に
ま
で
広
く
読
ま
れ
一
大
ブ
ー
ム
と

な
っ
た
。

「
こ
の
味
が
い
い
ね
」と
君
が
言
っ

た
か
ら
七
月
六
日
は
サ
ラ
ダ
記
念
日

「
寒
い
ね
」と
話
し
か
け
れ
ば
「
寒

い
ね
」と
答
え
る
人
の
い
る
あ
た
た

か
さ口

語
で
詠
う
短
歌
に
魅
せ
ら
れ
自

身
も
作
り
始
め
た
人
は
多
い
だ
ろ
う
。

か
く
い
う
私
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。

あ
れ
か
ら
30
年
、こ
の
歌
集
は
再

版
を
重
ね
280
万
部
を
売
り
上
げ
、教

科
書
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と

い
う
か
ら
驚
き
で
あ
る
。以
後
も
俵

万
智
は
、短
歌
雑
誌
の
常
連
で
あ
る

が
、昨
年
の
「
短
歌
」７
月
号
に
「
30

年
目
の
サ
ラ
ダ
記
念
日
」と
い
う
特

集
記
事
が
組
ま
れ
て
い
た
。

久
し
ぶ
り
に
歌
集
を
手
に
と
る
と

詠
わ
れ
て
い
る
の
は
、普
遍
的
な
青

春
群
像
で
あ
り
、現
代
の
若
い
世
代

に
も
読
み
継
が
れ
て
い
る
の
が
理
解

で
き
る
。さ
ら
り
と
詠
っ
て
い
る
よ

う
で
、五
七
五
七
七
の
定
型
を
厳
守

し
て
い
る
の
が
心
地
い
い
。

メールでの
講座申込方法

アドレス：１面参照
件名：講座名
本文：氏名・電話番号・
　　　住所・年代
※後日確認メールを送り
ます。届かない場合は
お手数ですが、電話で
お問い合わせください。

　仕事・家庭に忙しいパパ、ママ。心豊かな生き
方を一緒に考えてみませんか。笑っている親にな
ろう！
時 10時～12時
場 田無公民館
対 市内在住・在勤・在学者
定 20人（申込多数の場合は抽選）
￥ 400円（第３回コーヒー代）
　 ※初回に集めます
申 2月7日（火）までに電話かメールで田無公民館へ

　二胡の美しい音色にしばし心をゆだねてみませ
んか。
時 2月19日（日）14時～15時
場 田無公民館
出演  中国二胡縁楽団
曲目  「モンゴル小調」「一個人」「春よ来い」 ほか
※当日、直接会場にお越しください。

　介護保険のお世話にならないためには元気が一
番。自然で無理のない姿勢や動きを身に付け、い
きいきと生活してみませんか？
時 14時半～16時半
場 ひばりが丘公民館
対 市内在住・在勤・在学者
定 20人（初めての方優先。申込多数の場合は抽選）
講 甲野陽紀（身体技法研究者）
持 上履き・動きやすい服装で
申 2月20日（月）12時までに電話かメールでひば
りが丘公民館へ

　利用者のみなさんと一緒に、よりよい公民館の
運営について考える利用者懇談会を開催します。
　併せて、平成29年度の団体連絡箱の使用を希
望する団体の調整も行います。使用を希望する
団体は、申請書を提出の上、必ずご参加ください。
◆団体連絡箱申請期間
２月1日（水）～23日（木）
※最終日は17時まで
※使用を希望する公民館へ申請書を提出してく
ださい。申請できるのは、活動拠点としている
１館のみです。
◆懇談会日程

　上保谷新田で犠牲者も出
た御門訴事件について学び、
地域の関係個所を歩きます。
時 火曜日14時～16時
場 柳橋第二市民集会所
対 市内在住・在勤・在学者
定 30人（申込多数の場合は抽選。新町一～六丁
目・柳沢二～四丁目・東伏見五丁目在住者優先）

講 〈第１～３回〉飯畑幸男（御門訴事件を伝えてい
く会会員・著書『御門訴事件‐品川県社倉反対騒
動』『御門訴事件と桜井家』）

　 〈第３回〉西田昭司・増田恵津子（御門訴事件を
伝えていく会会員）

申 ２月22日（水）17時までに電話かメールで柳沢
公民館へ

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
に
つ
い
て

保
谷
縁
農
サ
ー
ク
ル

　

遺
伝
子
を
組
み
換
え
た
食
品
・
飼

料
が
輸
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
安

全
性
に
つ
い
て
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
内
容
と

我
が
国
の
対
応
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

時 

２
月
18
日（
土
）
14
時
〜
16
時
半

場 

谷
戸
公
民
館

定 

80
人
（
先
着
順
）

講 

印
鑰
智
哉（
オ
ル
タ
ー
・
ト
レ
ー

ド
・
ジ
ャ
パ
ン
政
策
室
長
）

￥ 

100
円
（
資
料
代
）

連 

今
井
☎
042
・
421
・
２
３
６
０

ス
マ
ホ
の
安
全
・
有
効
な
使
い
こ
な

し
方

リ
ボ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

ス
マ
ホ
が
パ
ソ
コ
ン
を
し
の
ぐ
勢

い
で
普
及
し
て
い
ま
す
。
危
険
性
を

回
避
し
て
便
利
な
使
い
方
を
学
び
、

楽
し
く
有
効
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

時 

２
月
19
日（
日
）・
26
日（
日
）

　

 

14
時
〜
16
時

場 

田
無
公
民
館

定 

70
人
（
申
込
順
）　　

内 

①
ス
マ
ホ
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
身

を
守
れ
〜
正
し
く
使
え
ば
恐

く
な
い

　

 

②
ス
マ
ホ
の
楽
し
さ
・
便
利
さ
・

有
効
性
〜
生
活
の
質
の
向
上

を
！

講 

佐
藤
佳
弘
（
武
蔵
野
大
学
教
授
・

情
報
文
化
総
合
研
究
所
所
長
）

￥ 

300
円
（
資
料
代
）

申 

電
話
か
メ
ー
ル
で
左
記
へ

連 

リ
ボ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

☎
042
・
425
・
６
０
９
０
（
平
日

10
時
半
〜
16
時
半
）

　

 ceproce@
kch.biglobe.ne.jp

　「団体・サークルのちょっとした打ち合わ
せに印刷室を利用できたら…」と思ったこ
とはありませんか。
　印刷機を利用する団体の作業を妨げずに、
話し合いの場として活用していくにはどう
したらよいか、一緒に考えませんか。
時 ２月９日（木）19時～21時
場 柳沢公民館
対 公民館利用者・
　 利用サークル
※当日、直接会場に
　お越しください。

柳沢公民館利用者懇談会
印刷室の利用方法について

考えませんか？

（
４
面
に
つ
づ
く
）

１

２

３

４

５

2/11
（祝・土）

2/18
（土）

2/25
（土）

3/5
（日）

3/11
（土）

月日 内　容 講　師回

１ ２/28 御門訴事件前史～上保谷新田の開発

２ ３/７ 御門訴事件とは

３ ３/14

月日 内　容回

１ 2/28(火） 末端から動かす身体

２ 3/７（火） 肘と膝の活用

３ 3/13（月） ひとつの支えで安定する身体

４ 3/21（火） 介助に活かす動き

５ 3/28（火） 日々に応用する身体の使い方

月日 内　容回
親子で楽しむ♪えほんうた・あそびうた
ライブ&トーク～心を解き放とう！～

自分の可能性を探ろう
～創業という選択肢～

笑っている親になろう
～「イクボス」が笑顔をつくる～

家族うたライブ＆トーク  ～豊かな心
を持とう！まとめの「わ（輪・話・和）」～

楽しみをカタチにしよう   ～ヒト・モ
ノ・コトの交差点～　※コーヒーのデ
モンストレーションがあります。

西村直人（NPOえほんう
た・あそびうた代表理事）

浅川絢子（私らしく働
く「HerbNet」代表）

佐藤うらら（ギャラリ
ーカフェ「田無なおきち」
オーナー）

尾形和昭（ハピネスマイ
ル代表、NPO法人ファザ
ーリング・ジャパン会員）

西村直人新町周辺地域の事件関係個所のフィールド
ワーク・まとめ

保 谷 駅 前 ２/25（土） 10：00
芝　久　保 ３/４（土） 10：00
谷　　　戸 ３/11（土） 10：00
田　　　無 ３/11（土） 14：00
柳　　　沢 ３/18（土） 14：00
ひばりが丘 ３/25（土） 10：00

公民館 月日 開始時間

ふりがな

からだ

こう  の  はる のり

ひじ

ご     もん     そ

ひざ

い
ん
や
く

う
た

市
民
企
画
事
業

公
民
館事

業
案
内

ひばりが丘柳沢 社会問題講座

子育て世代、どう生きる？
田無高齢者の課題を考える講座

不思議なほど日常動作が変わる
身体の使い方

郷土史講座

御門訴事件を知っていますか？
～明治初期に起きたこと～

田無 ロビー企画

ロビーコンサート
～ 悠久の調べ ～

ミニ
利用者懇談会のお知らせ
団体連絡箱使用申請を受け付けます

『
サ
ラ
ダ
記
念
日
』

（
俵
万
智
著　

河
出
書
房
新
社
刊
）

     

小
澤
京
子（
市
内
在
住
）
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時とき 場ところ 対 対象 定 定員 講 講師 申 申込 （3面左下）¥ 費用等 持 持ち物 連 連絡先 メール申込



ﾃﾃﾃﾃﾃﾃﾃﾃﾃﾃﾃﾃﾃﾃ
記
念
日
に
ち
な
ん
だ
ま
ち
が
い
さ
が
し
絵
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
ま
ち
が
い
は
５
つ
。
解
答
は
２
面
下
に
。

お
た
の
し
み
川
柳

今
月
の
お
題
「
鬼
」

編
集
室
で
は
、
み
な
さ
ま
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
お
近
く
の
公
民
館
に
郵
送
、

メ
ー
ル
、
持
参
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

４
月
号
の
お
題
「
爪
」で
す

２
月
24
日
（金）

締　

 

切

原
発
の
ゴ
ミ（
放
射
性
廃
棄
物
）を
考

え
る
!!

放
射
能
測
定
を
考
え
る
会
・
西
東
京

　

ド
イ
ツ
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
核
廃

棄
物
最
終
処
分
場
の
視
察
報
告
。
わ

が
国
の
放
射
性
廃
棄
物
対
策
は
?　

い
ま
す
べ
き
こ
と
は
何
か
、
を
知
る
。

時 

２
月
25
日（
土
）
14
時
〜
16
時
半

場 

田
無
公
民
館

公
民
館
運
営
審
議
会

　

２
月
22
日

（水） 

18
時
半
〜

　

柳
沢
公
民
館

　

事
業
計
画
・
報
告
に
つ
い
て

　

柳
沢
公
民
館

　

☎
042
・
464
・
８
２
１
１

希
望
す
る
方
は
傍
聴
で
き
ま
す

色
鉛
筆
画
作
品
展

雅
水
会

　

油
性
色
鉛
筆
の
特
長
は
豊
か
な
色

彩
を
生
み
出
せ
る
と
い
う
こ
と
。
今

年
も
力
作
を
そ
ろ
え
て
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

２
月
28
日
（
火
）〜
３
月
６
日
（
月
）

／
10
時
〜
17
時
（
初
日
12
時
か
ら
最

終
日
15
時
ま
で
）／
柳
沢
公
民
館
／

橋
本
☎
042
・
463
・
６
８
１
４

公
運
審
で
の
審
議
や
活
動
内
容
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
会
議
開
催
日
と
主
な
内
容
】

定
例
会　

11
月
30
日
・
12
月
21
日

・
答
申
の
起
草
に
つ
い
て
の
審
議

・
事
業
計
画
書
・
報
告
書
の
審
議

・
27
年
度
公
民
館
事
業
評
価
の
検
討

・
合
築
複
合
基
本
プ
ラ
ン
資
料
配
布

３
月
の
定
例
会
で
館
長
か
ら
諮
問

さ
れ
た
「
西
東
京
市
公
民
館
の
主
催

事
業
に
お
け
る
市
民
と
の
協
働
・
市

民
参
加
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
の
答

申
に
つ
い
て
、
起
草
委
員
の
案
を
軸

現
に
至
る
ま
で
に
は
、
多
く
の
時
間

と
労
力
が
費
や
さ
れ
ま
す
が
、
財
源

的
な
こ
と
だ
け
で
な
く
、
ど
れ
だ
け

市
民
の
意
見
や
思
い
が
反
映
さ
れ
て

い
く
の
か
、
心
配
な
部
分
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
プ
ラ
ン
は
市
民

の
希
望
で
あ
り
、
市
全
体
の
運
営
に

大
き
な
プ
ラ
ス
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

に
検
討
し
ま
し
た
。
公
民
館
主
催
事

業
の
役
割
・
目
的
に
つ
い
て
、
市
民

に
よ
り
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

引
き
続
き
市
民
目
線
で
検
討
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

27
年
度
西
東
京
市
公
民
館
事
業
評

価
は
、
公
民
館
が
持
つ
機
能
の
充
実

を
め
ざ
し
て
、
事
業
の
改
善
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

「
学
級
・
講
座
」「
施
設
管
理
」「
窓

口
業
務
」「
長
期
的
視
点
で
の
人
づ

く
り
」
の
４
項
目
の
各
評
価
内
容
に

つ
い
て
、
26
年
度
と
比
較
検
討
し
な

が
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
、
公
運
審
と
し
て

温
か
い
評
価
を
し
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

合
築
複
合
基
本
プ
ラ
ン
検
討
部
会

の
多
く
の
資
料
が
配
布
さ
れ
、
よ
り

す
ば
ら
し
い
市
民
会
館
、
公
民
館
、

図
書
館
の
建
設
の
た
め
に
、
細
部
に

わ
た
る
議
論
が
さ
れ
て
い
る
様
子
が

わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
の
実

＊
金
額
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料
で
す
。

・
家
庭
で
は
仕
事
の
鬼
も
た
だ
の
人
　
　
　
　
小
林
正
邦

・
花
の
嫁
時
を
経
る
な
り
鬼
の
嫁
　
　
　
　
　
詩
織

・
古
希
過
ぎ
て
鬼
に
金
棒
三
姉
妹
　
　
　
　
　
小
林
和
子

エ
ビ
ス
絵
画
（
水
彩
と
色
鉛
筆
）

静
物
、風
景
、人
物
な
ど
を
描
き
ま
す
。

初
心
者
歓
迎
。

第
２
・
４
水
曜
日
／
13
時
〜
15
時
半

／
谷
戸
公
民
館
／
入
会
金
３
千
円
・

月
額
３
千
円
／
加
藤
☎
090
・
３
６
９

１
・
７
４
９
５

ひ
ば
り
歌
謡
サ
ー
ク
ル（
カ
ラ
オ
ケ
）

講
師
指
導
の
も
と
、
新
曲
を
楽
し
く

練
習
し
て
い
ま
す
。
見
学
歓
迎
。

毎
週
火
曜
日
／
13
時
〜
16
時
／
芝
久

保
公
民
館
／
月
額
２
千
円
／
松
本
☎

042
・
465
・
５
０
２
２

田
無
百
人
一
首
の
会

カ
ル
タ
と
り
（
小
倉
百
人
一
首
）
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

毎
週
土
曜
日
／
13
時
〜
16
時
／
芝
久

保
公
民
館
／
年
額
千
円
・
１
回
200
円

／
西
川
☎
042
・
461
・
８
９
６
９

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ラ
ス

懐
か
し
い
歌
か
ら
新
し
い
歌
ま
で
古

今
の
名
曲
を
大
き
な
声
で
歌
い
ま
す
。

第
３
水
曜
日
／
13
時
半
〜
16
時
／
芝

久
保
公
民
館
／
月
額
500
円
／
松
田
☎

042
・
467
・
９
１
８
５

保
谷
着
付
研
究
会

美
し
く
早
く
着
て
着
物
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。お
気
軽
に
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

第
１
・
３
金
曜
日
／
10
時
〜
12
時
／

消
費
者
セ
ン
タ
ー
別
館
／
入
会
金
千

円
・
月
額
２
千
円（
初
回
無
料
）／
浜

崎
☎
042
・
421
・
２
６
１
１

ボ
ン
ジ
ュ
ー
ル
仏
語
Ⅱ

シ
ャ
ン
タ
ル
先
生
と
楽
し
く
会
話
し

な
が
ら
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

月
２
回
金
曜
日
／
13
時
半
〜
15
時
／

田
無
公
民
館
ほ
か
／
月
額
３
千
円
／

荒
崎
☎
090
・
３
５
３
１
・
５
２
１
３

西
東
京
市
太
極
拳
協
会

日
曜
日
の
朝
は
太
極
拳
で
楽
し
く
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
。
初
心
者
大
歓
迎
。

月
４
回
日
曜
日
／
９
時
〜
12
時
（
前

半
：
初
級
・
中
級
、
後
半
：
上
級
）

平
成
29
年
４
月
１
日
号
掲
載

分
か
ら
、
原
稿
締
め
切
り
日
を
、

前
々
月
の
25
日
か
ら
20
日
に
変

更
し
ま
す
。20
日
が
土
・
日
・
祝

日
に
あ
た
る
場
合
は
、そ
れ
よ
り

前
の
平
日
に
な
り
ま
す
。

な
お
、４
月
１
日
号
の
原
稿
締

め
切
り
日
は
、２
月
20
日

（月）
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
本
は
今
後
、
人
生
90
年
時

代
を
迎
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
与
え
ら
れ
た
時
間
を
い
か

に
豊
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
の
か
。
人
生
設
計
の
意
識
改

革
が
必
要
で
す
ね
。　
　
（
し
）

※タッチの違いや色の濃淡はまちがいに含み
ません。

２月６日　海苔の日
　701（大宝元）年制定の「大宝律令」に、租税と
しておさめられる海産物の一つとして、海苔が
表記されています。「大宝律令」が施行された
702（大宝２）年2月6日にちなんで、1966（昭
和41）年に、全国海苔貝類漁業協同組合連合会
が制定しました。
作画：キテレツおかん（市内在住）

／
武
道
場
／
入
会
金
千
円
・
月
額
２

千
500
円
／
所
山
☎
080
・
１
２
０
４
・

１
７
７
０

カ
ラ
オ
ケ
お
し
ん

好
き
な
歌
を
歌
う
会
で
す
。
月
１
回

歌
唱
指
導
あ
り
。

第
１
・
４
金
曜
日
、
第
２
火
曜
日
／

９
時
〜
12
時
／
新
町
福
祉
会
館
／
月

額
500
円
／
60
歳
以
上
対
象
／
柳
田
☎

080
・
６
５
０
５
・
９
８
２
１

ほ
ず
み
会

毛
筆
、
ペ
ン
習
字
。
楽
し
み
な
が
ら

一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

第
２
・
４
金
曜
日
／
19
時
〜
21
時
／

柳
沢
公
民
館
／
入
会
金
千
円
・
月
額

２
千
円
／
小
林
☎
042
・
468
・
２
０
８
９

紀
風
会
（
吟
道
館
流
詩
吟
）

漢
詩
、
和
歌
、
近
代
詩
を
幅
広
く
吟

じ
ま
す
。初
心
者
歓
迎
。健
康
に
良
し
。

第
１
・
３
金
曜
日
、
第
２
・
４
土
曜

日
／
10
時
〜
12
時
／
ひ
ば
り
が
丘
公

民
館
ほ
か
／
月
額
２
千
円
／
渡
辺
☎

042
・
467
・
８
１
８
５

定 
70
人
（
先
着
順
）

講 

澤
井
正
子（
原
子
力
資
料
情
報
室
・

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
問
題
担
当
）

￥ 

500
円
（
資
料
代
）

　

※

高
校
生
以
下
無
料

連 

佐
藤
☎
090
・
２
９
０
７
・
０
５

５
１
（
18
時
〜
21
時
）

※
 

子
ど
も
同
伴
可
。遊
び
場
ス
ペ
ー

ス
利
用
希
望
者
は
事
前
に
要
連
絡
。

私
た
ち
と
水
・
食
べ
物
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
そ
し
て
農
業
か
ら
ま
ち
を
考
え
る

西
東
京 

菜
の
花
エ
コ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

豊
か
な
ま
ち
に
は
、お
い
し
い
水
・

食
べ
物
と
農
業
、
安
心
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
あ
る
。
こ
ん
な
楽
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
学
び
、
描
い
て
み
よ
う
！

時 

３
月
５
日（
日
）
13
時
半
〜
17
時

場 

谷
戸
公
民
館

定 

50
人
（
先
着
順
）

講 

宮
沢
佳
恵（
東
京
大
学
大
学
院
農

学
生
命
科
学
研
究
科
准
教
授
）

連 

茂
木
☎
090
・
９
９
６
３
・
６
３
２
８

大
気
汚
染
（
Ｐ
Ｍ
2.5
と
光
化
学
ス
モ

ッ
グ
）
の
健
康
へ
の
影
響

緑
・
住
環
境
ど
う
な
る
、保
谷
３
・
４
・

６
道
路
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
よ
の
会

　

排
ガ
ス
等
が
も
た
ら
す
空
気
の
汚

れ
が
、
私
た
ち
の
健
康
に
ど
う
影
響

し
て
い
る
の
か
、
基
本
的
な
こ
と
を

学
び
ま
す
。

時 

３
月
５
日（
日
）
14
時
〜
16
時
半

場 

保
谷
駅
前
公
民
館

定 

90
人
（
先
着
順
）

講 

嵯
峨
井 

勝
（
青
森
県
立
保
健
大

学
名
誉
教
授
）

￥ 

100
円
（
資
料
代
）

連 

柳
田
☎
042
・
461
・
３
２
４
６

募集要項　各公民館の窓口、職員課（田無庁舎）、保谷庁舎総合案内で配布中。西東京市
ホームページからもダウンンロードできます。

応募期間　2月3日（金）まで。平日の9時から17時15分までの間に柳沢公民館へ。
ＵＲＬ　　http://city.nishitokyo.lg.jp
連絡先　　柳沢公民館

（
３
面
か
ら
の
つ
づ
き
）（

５
人
程
度
）

公
民
館
専
門
員

勤務時間 選考 報酬試験日受験資格（いずれか）

①社会教育主事（主事補）資格
②教育職員免許（小・中・高不
問）

③社会教育関係施設での3年
以上の勤務経験

※平成29年３月取得見込み可

週4日間、1日7時
間30分（予定）
勤務場所

市内公民館

書類
および
面接

月額
172,800円
（平成28
年度実績）

2月11日
(祝・土）

（
12
人
程
度
）

公
民
館
保
育
員

勤務時間 選考 報酬試験日受験資格（いずれか）

①保育士資格
②幼稚園教諭免許
③公民館保育を理解し、乳幼
児の保育に関する知識を
有する方

※平成29年３月取得見込み可

月4～8回程度
平日の午前3時間
（別途月例会議、年
２回の研修あり）
勤務場所
市内公民館

書類
および
面接

時間額
1,150円
（平成28
年度実績）

2月11日
(祝・土）

公
運
審
は
い
ま

も
て
ぎ

し
ょ
や
ま

か  

え

さ   

が    

い

が  

す
い
か
い

サークル
から

催
し
物
案
内

サークル
から

会 

員 

募 

集

市
民
企
画
事
業

編
集
後
記

公
民
館

11
月
・
12
月
活
動
報
告

公
運
審
委
員　

糸
山　

時
子

公
運
審
は
い
ま

事
業
案
内

「
サ
ー
ク
ル
か
ら
」の
原
稿
締
め

切
り
日
が
変
更
に
な
り
ま
す

嘱託員募集
地域づくりを支える仕事です！
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保 保育時とき 場ところ 定 定員 内 内容講 講師 ¥ 費用等 連 連絡先


